
令和６ 年1 0 月１ 日発行

瑞浪市青少年育成市民会議だより 第　2 3 　号

『 みと めて　 ほめて　 はげまし て』 みんなの力で健やかに
〔 発行〕 瑞浪市青少年育成市民会議　 　〔 編集〕 市民会議専門部会 広報部会

笑顔あふれるみずなみ

　
青
少
年
育
成
市
民
会
議
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
世
界
最
高
齢
で
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
を
開
発
し

一
躍
有
名
に
な
ら
れ
た
若
宮
正
子
さ
ん
（
八
十
九
歳
）
の

ご
講
演
「
実
り
多
い
豊
か
な
人
生
　
わ
た
し
は
創
造
的
で

あ
り
た
い
〜
人
生
百
年
時
代
を
生
き
る
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
〜
」
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。
　
　

　
若
宮
正
子
さ
ん
は
、
シ
ニ
ア
世
代
へ
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
普

及
活
動
に
尽
力
し
て
み
え
ま
す
。
高
校
卒
業
後
は
、
三
菱

銀
行
（
現
・
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）
に
定
年
ま
で
勤
務
さ
れ

ま
し
た
。
五
十
八
歳
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
独
学
で
習
得
し
、

世
界
最
高
齢
の
八
十
一
歳
で
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
開
発
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
米
国
ア
ッ
プ
ル
社
の
開
発
者
向
け

会
議
に
特
別
招
待
さ
れ
た
り
、
国
連
で
も
ス
ピ
ー
チ
さ
れ

た
り
と
、
多
方
面
で
ご
活
躍
で
す
。

　
講
演
で
は
、
人
生
百
年
時
代
を
迎
え
シ
ニ
ア
世
代
の
方
々

が
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
て
元
気
に
生
き
る
た
め
の
秘
訣
、
そ

し
て
学
び
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
古
い

価
値
観
や
、
自
分
の
中
に
あ
る
「
も
う
年
だ
か
ら…

、
」
と

い
う
言
葉
で
自
分
の
未
来
に
蓋
を
す
る
な
ど
の
考
え
を
改

め
、
自
己
を
見
つ
め
な
お
す
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
若
宮
さ
ん
の
年
齢
に
と
ら
わ
れ
な
い
生
き
方
は
あ
ら
ゆ
る

世
代
へ
「
若
宮
さ
ん
に
負
け
て
い
ら
れ
な
い
」
と
思
え
る

エ
ー
ル
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
人
が
何
か
を
は
じ
め
る

の
に
年
齢
は
関
係
な
い
と
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
シ
ニ
ア
世
代
に
元
気
を
与
え
る
ご
講
演
と
な
り
、

き
っ
と
参
加
さ
れ
た
多
く
の
方
々
は
熱
い
想
い
を
持
た
れ

た
で
し
ょ
う
。

青
少
年
育
成
市
民
会
議
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表
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尾
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明

第１ 回瑞浪市青少年育成市民会議総会

令和６ 年６ 月２ 日（ 日）

釜戸町地域づく り 町民会議（ モデル地区指定）

活躍を期待し ています

講師　 若宮 正子　 氏

（ Ｉ Ｔ エバンジェ リ スト ）

演題『 実り 多い豊かな人生　 私は創造的であり たい』

～人生1 0 0 年時代を生き ると いう こ と について～

―　１ 　―



◎
最
優
秀
賞
　『
　
』
題
名

 

○
優
秀
賞

○
有
我
　
憲
剛
　
釜
戸
小
学
校
６
年

○
小
栗
　
実
桜
　
日
吉
小
学
校
６
年

○
加
藤
　
駿
弥
　
瑞
浪
小
学
校
６
年

○
玉
川
　
芽
依
　
土
岐
小
学
校
６
年

○
河
野
　
由
奈
　
陶
小
学
校
６
年

○
津
田
　
快
虎
　
稲
津
小
学
校
６
年

○
中
西
　
彩
乃
　
明
世
小
学
校
６
年

 

◎
モ
ベ
ラ
　

ミ
キ
　
瑞
浪
北
中
学
校
３
年

　
『
ど
こ
の
出
身
で
す
か
』

○
澤
井
　
満
琉
　
麗
澤
瑞
浪
中
学
校
３
年

○
鷲
尾
　
亮
太
　
瑞
浪
中
学
校
３
年

○
三
輪
　
結
空
　
瑞
浪
南
中
学
校
３
年

 

◎
林
　
沙
央
理
　
中
京
高
校
１
年

　
『
校
則
を
拘
束
に
し
な
い
た
め
に
』

○
鈴
村
　

の
え
み
　
麗
澤
瑞
浪
高
校
２
年

○
本
荘
　
華
憐
　
瑞
浪
高
校
２
年

・ 出場さ れた皆さ んの思いが伝わっ てき まし た。 自分なり の考えを堂々と 語っ ていてと ても すてき でし た。

・ 子ども 達が、 それぞれ自分の考えをも っ て堂々と 発表さ れる姿に深く 感動し まし た。

・ 家族や地域のこ と 、 自分のこ と など、 本当に身近なこ と だから 説得力のある内容だと 感じ まし た。

・ 住みよい地域づく り のこ と 、 様々な差別のこ と 、 命に関する こ と など子ども 目線で精一杯考え、 どの発表も 堂々と

し ていて素晴ら し いも のでし た。

・ 一人一人が伝えたいこ と を、 自分の言葉で気持ちを込めて発表さ れまし た。 たく さ んの考えを聞く こ と ができ 、 自

分自身の知見も 広がり まし た。

・ こ の素晴ら し い主張発表をも っ と 多く の市民に聞いても ら いたいです。

出
場
者
氏
名

小
学
生
の
部

中
学
生
の
部

高
校
生
の
部

第45回  瑞浪市主張大会第45回  瑞浪市主張大会
令和６年６月16日（日）令和６年６月16日（日）

小学生の部

中学生の部 中学生の部
最優秀賞

モベラ 　 ミ キ さ ん
（ 瑞浪北中学校３ 年）

高校生の部
最優秀賞

林　 沙央理 さ ん
（ 中京高校１ 年）

高校生の部

～ 感想をいただきましたので、一部を紹介します。～来場された方々からの感想来場された方々からの感想

―　２ 　―



小学生の部　 優秀賞

　 令和６ 年６ 月1 6 日、 瑞浪市総合文化センタ ーホールにて、 第4 5 回瑞浪市主張大会が開催さ れまし た。 今回は小学生の部７ 名・ 中学

生の部４ 名・ 高校生の部３ 名計1 4 名の方が主張大会にて発表さ れまし た。

　 本年度は、 市制7 0 周年の記念事業と し て開催し たこ と も あり 、 視聴者の方も 、 学校関係者・ 発表者のご家族・ 市民の方など多く の

方が来場し ていただく 盛況ぶり でし た。 また、 休日にも かかわら ずボラ ンティ ア活動で参加し て司会進行など大会をスムーズに進行し

ていただいた瑞浪高校・ 中京高校・ 麗澤瑞浪高校の６ 名の生徒の皆さ んに心から 感謝申し 上げます。

　 今回の主張大会では、 地域に根差し た問題・ 命の大切さ ・ 国際的な諸問題や学校の校則のと ら え方などの社会問題がテーマと なっ て

いまし た。 こ のよう に、 年齢を超えそれぞれの意見を傾聴するこ と で、 自ら を振り 返り 将来を考察し たり するこ と ができる素晴ら し い

場と なり まし た。 こ のよう な異年齢交流が、 将来地域を支え、 地域の力と なっ ていく と 確信するこ と が出来まし た。 　 　 　 　 　 　 　 　

岐阜県青少年育成推進指導員　 曽我順一

・ 高校生のボラ ンティ アの活躍はいつみても 感心さ せら れます。 若い力

で取り 組んでも ら える姿をみて未来への期待がも てます。

・ と ても 丁寧な進行で分かり やすかっ たです。 そし て、 はき はき し てい

て聞きやすかっ たです。

・ 高校生ボラ ンティ アの皆さ ん、 本当に上手でし た。 最初から 最後まで

全ての司会進行を 高校生にやっ ても ら っ ても いいのではないかなあと

感じ まし た。

　 私はこ の質問をさ れたと き 、 戸惑っ てし まいます。 なぜかと いう と 、 私には育っ た国、 と いう より 育っ た文化が２ つあるから です。

私はフ ィ リ ピンで生まれ、 まだ記憶にない頃に日本へ渡り まし た。 私の両親はフ ィ リ ピン人で、 家ではフ ィ リ ピンの食べ物を食べ、 英

語で会話し ています。 でも 、 外では日本の学校に通い、 日本語で話し ます。 そんな生活をずっ と 続けてき まし た。「 英語の授業がよく

分かる」 みたいに２ つの文化で育っ たおかげで得するこ と も あり ます。 し かし 、 差別を受けたわけではないけれど、「 日本人」 と いう

日本人同士でし か共感でき ない会話を耳にすると き、 私の中で「 周り と 違う …。」 と 思う こ と があるのです。

　 中学校１ 年生のと き 、 １ か月間フ ィ リ ピンに滞在し まし た。 本来の目的は親戚に会う こ と でし たが、 私の中では「 フ ィ リ ピンで、 い

つも の私を発揮する」 こ と を密かに目標にし まし た。 私は、 私の「 普通」 が日本で「 違う 」 のなら 、 フ ィ リ ピンに行く こ と で「 当たり 前」

になれるのだ、 と 信じ ていたのです。 長年会えていなかっ た祖父母や親戚に会い、 と ても 楽し い一時を過ごし まし た。 そし てそのと き

に、「 いつも の」 自分になっ てやろ う と し まし た。 でも 、 フ ィ リ ピンは日本と 違います。 例えば、 日本は皆がルールを守り ます。 そし

て夜や街中でも 静かです。 また日本には「 敬語」 と いう も のがあり 、 相手に対し て丁寧に接し ます。 一方、 フ ィ リ ピンは街中でク ラ ク

ショ ンが鳴り 響き ますし 、 夜でも 騒がし いです。 し かし 、 日本と 比べ、 人と 人と の距離が近く 赤の他人でも すぐ に仲良く するこ と がで

き ます。 私が住み慣れた日本と 違う 生活を送るにつれ、 私の「 普通」 は、 フ ィ リ ピンでも 「 違う 」 のだと 気付きまし た。

　 それでは「 どこ の出身ですか。」 と 聞かれた時、 どこ だと 言う べきなのでし ょ う か。 仮に「 日本です。」 と 言います。 だけど、 家では

日本語を 話し ていないし 、 箸を使っ たり し ていません。 それなら 「 フ ィ リ ピンです。」 と 言っ たと し まし ょ う 。 だけど、 フ ィ リ ピンで

の生活は慣れていないし 、 実のと こ ろ 私はあちら の言語をう まく 話せません。 そんな私は、 どこ の出身なのか。 フ ィ リ ピンから 日本に

戻っ て、 私はそのこ と をずっ と 悩んでいまし た。

　 し かし 、 ある日ある言葉に出会いまし た。「 サード カ ルチャ ーキッ ズ」 略し て「 Ｔ Ｃ Ｋ 」 です。 その意味は、 両親が生まれた国の文

化と 、 自分が現在暮ら し ている国の文化のはざまで生き て、 独自の生活を送る子ども たちのこ と を言います。 両親が生まれた国の文化

を第一文化、自分が現在暮ら し ている国の文化を第二文化、独自の生活を第三文化と 言い、英語で言う と「 サード カ ルチャ ー」 で、「 サー

ド カ ルチャ ー」 を持つ子ども たちが「 Ｔ Ｃ Ｋ 」 と いう 名前になっ たそう です。 私の場合、 第一文化がフ ィ リ ピンで、 第二文化が日本、

家でフ ィ リ ピンの料理を食べ、 外では日本語を話すと いう 、 二つの国の文化が混ざっ たも のが、 私の「 第三文化」 だと 考えまし た。 ネッ

ト でも っ と 調べてみると 、 私と 同じ よう に複数の国の間で子ども 時代を過ごし た人や、 色々な国のルーツを持つ人たちが多く いるこ と

を知り まし た。

　「 Ｔ Ｃ Ｋ 」。 こ の言葉を知っ たと き 、 私は感銘を受けまし た。「 まさ に自分がそう だ」 と 気付いたのです。 私はひと り じ ゃないこ と に、

気付き まし た。それまではこ う 思っ ていまし た。変わっ ているよ、自分にと っ て「 ふるさ と 」 と 言える国がわから ないこ と 。おかし いよ、

「 どこ の出身ですか」 なんて簡単な質問で戸惑う なんて。 でも 、 そんな私の考えは変わり まし た。 いいんだ、「 ホーム」 と 言える場所が

いく つあっ ても 。 いいんだ、 自分は○○人と はっ きり 言えなく ても 。

　 私は、「 サード カ ルチャ ーキッ ズ」 の一人と し て、自分にし かわから ない経験を将来に生かし たいです。フ ィ リ ピンと 日本の「 架け橋」

と なっ て、 こ の二つの国の魅力を世界に発信さ せ、 世界中の多様な文化にも 触れながら 、 こ れから の社会を築いていく 一人になり たい

です。 今後も グローバル化は進み、 様々な人・ 様々な文化と 関わるでし ょ う 。 その時に、 皆さ んに、 ぜひ知っ ておいてほし いこ と があ

り ます。 それは、「 誰かの育っ た国、 文化には多様な背景があるこ と 。」 お互いの背景を尊重し 合っ て、 こ れから の社会をつく っ ていき

ませんか。

　 最後に質問です。

「 私はどこ の出身だと 思いますか。」

　 中学校の部で最優秀賞を受賞し た、 モベラ ミ キさ んの主張は、 東濃地区の代表にも 選出さ れまし た。

　 ８ 月２ 日（ 金） に岐阜市で開催さ れた「 第4 6 回少年の主張岐阜県大会～わたし の主張2 0 2 4 ～」 に出場し 、 優秀賞を受賞し まし た。

第45回 瑞浪市主張大会を終えて第45回 瑞浪市主張大会を終えて

高校生ボランティアの皆さんが大会を支えました高校生ボランティアの皆さんが大会を支えました

中学校の部　最優秀賞中学校の部　最優秀賞

「 どこ の出身ですか」 モベラ 　 ミ キ　 さ ん（ 瑞浪北中学校）

～来場された方々からあたたかい言葉をいただきました～～来場された方々からあたたかい言葉をいただきました～

―　３ 　―



【 淺間先生の話に聞き入り まし た】

【 気軽に思いを話せる懇談会と なり まし た】

デジタ ル・ＡＩ ネイティ ブたちの心を育てる 

　 　 　 ～アナログを知る私たちにできること ～

講演を 聞かれた方々から の感想

東洋大学 客員研究員・ 静岡大学 名誉教授　 淺間　 正通 氏

　 ７ 月2 3 日（ 火） に、 市PTA連合会と 瑞浪市青少

年育成市民会議の共催によ る 教育講演会・ 懇談会

が開催さ れまし た。

　「 デジタ ル・ AIネイ ティ ブたち の心を 育てる ～ア

ナロ グを 知る 私たち にでき る こ と ～」 と いう テー

マで、 淺間正通氏にご講演いただき まし た。 6 0 分

と いう 限ら れた時間でし たが、 題名の範囲だけで

はなく 多岐に渡る内容に触れら れまし た。

　 デジタ ルネイ テ ィ ブ の子ども のスマホ依存は共

通の課題ですが、 子ども が見ている 画面を 親も 共

有し て理解する こ と 、 デジタ ルにある 弱点と 対峙

するアナログの大切さ を強調さ れまし た。

　 メ ディ アリ テ ラ シーにも 言及さ れ、 報道を 批判

的な視点で捉え取捨選択する こ と と 定義さ れまし た。 日本にいながら 英語が話せる子ども の話を例にあげら

れまし た。 こ の子ども は本当に日本にいる だけで流暢に英語が話せるよ う になっ たのだろ う かと いう 疑問か

ら 、 報道で伝えら れなかっ た背景を 調べたそう です。 結果的にはオースト ラ リ ア訛り から 、 オースト ラ リ ア

での滞在経験があっ たこ と が判明し たそう です。 報道で伝えら れる 情報に溢れる 社会ですから 、 子ども たち

も メ ディ アリ テラ シーを鍛える経験を積んで、 こ れから の時代を生き抜いて欲し いと 感じ まし た。

　 また、 世界幸福度ラ ンキング1 位のフ ィ ンラ ンド （ 日本は4 7 位） で『 M IKSI〔 ミ ク シー〕（ なぜ？）』 教育が

実践さ れているこ と やいじ めの指導について傍観者の教育を推進する こ と でいじ めが激減し たこ と 、 日本人

はマジョ リ ティ （ 多数派） を 好む傾向がある ので疑似的マイ ノ リ ティ ー体験を さ せるこ と が心を育てる 手法

のひと つであるこ と など、 大変興味深い講演会でし た。

　 講演後の懇談会では、 私たち子育て世代と 各小中学校の校長先生や教頭先生と で、 講演会の感想や携帯電

話・ SN Sについて意見交流が行われまし た。 また、 子ども に対する 悩みや疑問なども 、 学校・ 地域・ 家庭そ

れぞれの立場から 話し 合う こ と ができ 、 時間が足り ないほど充実し た懇談会と なり まし た。

　 一方通行の講演会だけではなく 懇談会を するこ と で、 講演の内容を踏まえながら 同じ 不安や悩みを抱える

親世代と の意見交流ができる機会を作っ ていただいた市PTA連合会の皆様に感謝申し 上げます。

青少年育成市民会議　 理事　 中根　 圭一

●内容の濃い講演会であっ たと 思います。 テーマも タ イ ムリ ーで、 非常にためになり まし た。 時間

的には、 も っ と 長い時間であれば更によかっ たのではないかと 思います。

●デジタ ルネイ ティ ブの子ども たち の「 心」 を育てる

ためにメ ディ アリ テラ シーを身に付けさ せ、 メ ディ

アが発するも のに批判的な目を向けら れる よう にす

る こ と と 、「 なぜ？」 と 問い思考する こ と を やめさ

せないこ と を大切にし ていき たいと 思いまし た。

●デジタ ル・ アナログの両方のよ さ を 伝えていく こ と

が大切だと 感じ まし た。

●グループ懇談会の設定がよ かっ た。 も う 少し 時間が

あると よい。

●懇談会はと ても よいと 思う 。 今後も やるべき です。

～出席さ れた方々から 感想を いただき まし たので、 一部を 紹介し ます～

教育

講演会

教育

講演会
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【 地道な活動が健全な青少年の育成に】

【 陶町水上地区のお祭り での啓発活動】

【 市PTA 連合会講演会での啓発活動】【 釜戸町夏祭り での啓発活動】

　 毎年、 瑞浪市青少年育成市民会議では、 東濃西部少年セン

タ ー瑞浪地区指導員の皆さ んの協力を 得て、 学校が夏休みに

なる 前後の７ ～９ 月の期間で 「 夏季特別街頭指導」 と し て、

瑞浪駅周辺から バロ ー瑞浪中央店付近の夜間巡回を 行っ てい

ます。

　 夏休み１ 週間前のこ の日、 午後に降っ た雨のお陰で少し 涼

し く 感じ る 中、 少年セン タ ー指導員の皆さ んと 共に、 中央公

民館から 約１ 時間巡回し 、 ゴミ 拾いを し ながら 安全指導を 目

的と し た街頭指導を 行いまし た。 駅から 離れた方面の巡回と

いう こ と も あっ て、 ３ 人の高校生ら し き 学生に出会っ ただけでし たが、 その学生達が、 私たち より 先に大き

な声であいさ つを し てく れまし た。 気持ち のよい挨拶に後押し さ れ、 その後の巡回も 無事に終える こ と がで

き まし た。 途中、 ある 公園内にビールの空き 缶と たばこ の空き 箱が残さ れていたこ と が少し 残念ではあり ま

し たが、 １ 時間の巡回で拾っ たゴミ は４ 人合わせても 少量で、 大変き れいな街だと 実感し ています。

　 地道な活動ですが、 関係者の方々が長年続けてこ ら れた成果で、 正に「 継続は力なり 」 と 感じ る 活動だと

改めて思いまし た。

「 夏季特別街頭指導を実施し て」

青少年育成市民会議　 理事　 和田　 建司

青少年育成市民会議　 理事　 伊藤　 啓次

「 青少年の非行・ 被害防止全国強調月間」 啓発活動

　 今年も 「 瑞浪の青少年は瑞浪市民の手で　 みと めて　 ほめて　 はげ

まし て　 みんなの力で健やかに」 を 合言葉に、 青少年育成市民会議が

中心と なり 、 東濃西部少年セン タ ー瑞浪地区指導員、 各地区の町民会

議等の協力を 得て啓発活動を 行いまし た。 ピ アゴ・ バロ ーの店舗前で

の啓発活動は天候不順によ り 中止と し まし たが、 各地区で開催さ れた

夏祭り 等の会場で実施するこ と ができ まし た。

　 陶町の水上地区と 大川地区のお祭り では、 駐在所のお巡り さ んにも

加わっ て いた だき ７ 名で、 来場する 子ど も た ち や親御さ んたち に、

声を かけながら 啓発グッ ズ（ リ ーフ レ ッ ト 、 ティ ッ シュ ） を 手渡し ま

し た。 青少年を 、 地域を あげてみんなの手で見守る こ と の大切さ を 改

めて実感し まし た。

　 1 1 月には「 秋のこ ども まんなか月間」 の啓発活動を 各地区の文化祭

等にて実施する 予定です。 ご協力を よ ろ し く お願いいたし ます。

―　５ 　―



瑞浪市青少年育成市民会議の構成団体は、 以下の諸団体です。

＊市議会　 　 ＊教育委員会　 　 ＊町民会議・ まちづく り 　 　 ＊社会教育委員会　 　 ＊連合自治会　 　 ＊園長会

＊小中学校校長会　 　 ＊瑞浪高等学校　 　 ＊中京高等学校　 　 ＊麗澤瑞浪中学・ 高等学校　 　 ＊中京学院大学

＊市PTA連合会　 　 ＊市子ども 会連合会　 　 ＊市スポーツ 少年団　 　 ＊市民生委員・ 児童委員協議会

＊東濃西部少年セン タ ー　 　 ＊社会福祉協議会　 　 ＊瑞浪保護区保護司会　 　 ＊多治見警察署瑞浪警部交番

＊瑞浪ロ ータ リ ーク ラ ブ　 　 ＊瑞浪ラ イ オン ズク ラ ブ　 　 ＊瑞浪青年会議所

瑞浪市青少年育成市民会議本部

専門部会

会長 水野　 光二（ 瑞浪市長）

【 　 　 】 部会　 ◎部会長　

◇主な活動　 ○副部会長

◇「 高校生と 語る会」

◇「 教育講演・ 懇談会」

◎中根　 圭一

○桑原  義孝

　 渡邉　 康弘

　 山田　 隆二

　 渡邉　 冬子

　 竹内　 早苗

　 西尾　 友宏

　 丸山　 和宏

　 石川　 哲也

　 原　 　 麻帆

　 橋本　 豊敬

　 内田小夜香

　 福永　 泰子

　 河口　 敦子

　 河合　 　 隆

　 安藤　 　 昇

　 中村　 鈴彦

　 湯原　 定雄

　 伊東　 正美

　 小栗　 智幸

　 林　 　 幸弘

　 市岡　 友子

　 加藤　 誠二

　 清水　 芳樹

＜家庭地域教育事業＞

【  事業部会 】 【  広報部会 】

◇「 夏季特別街頭指導」

◇「 清掃ボラ ンティ ア」

◎和田　 建司

○簱　 　 秀樹

　 中村　 鈴彦

　 岩島　 哲也

　 西尾　 太志

　 後藤　 　 東

　 永井　 　 佑

　 青木　 彩人

　 和田　 智子

　 足立妃都美

　 鵜飼　 泰宏

　 伊藤　 孝一

　 原田　 　 緑

　 加藤　 義弘

　 梶田　 正紀

　 ヒ ッ チン グス真楠

　 工藤　 靖子

　 曽我　 順一

　 伊藤　 啓次

　 小池　 　 誠

　 小倉　 富晴

　 植村　 　 準

　 水野　 　 浩

＜環境改善事業＞ ◇「 市民会議だより 」

◎岩島　 辰也

○萩尾　 英明　 　 渡邉　 　 悟

　 滝川　 直樹　 　 小栗　 正敏

　 早瀬　 　 徹
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★理事代表　 ☆理事副代表

　 本年度も 、 青少年を健全に育成すると いう 目

標を一つにし ながら 、 青少年育成活動の様子を

広く 広報するこ と に努めていき ます。

　 今後も 青少年の健全育成に対する市民の皆様

のご理解・ ご協力をお願いいたし ます。

瑞浪市青少年育成市民会議　 広報部会

（ 総合文化センタ ー内  TEL（ 0 5 7 2 ）6 8 -5 2 8 1 ）

編集後記

・ 1 0 月1 2 日（ 土） 高校生と 語る会

・ 1 1 月『 秋のこ ども まんなか月間』

※各地区文化祭会場にて、 啓発グッ ズ

を配布する活動を行います。

・ 1 1 月1 6 日（ 土） 中央公民館で啓発活動

・ 1 2 月1 4 日（ 土） 年末清掃ボラ ンティ ア活動

・   １ 月2 4 日（ 金） 第２ 回専門部会

・   ２ 月1 5 日（ 土） 第２ 回青少年育成市民会議

　 　 　 　 　 　 　 　  総会(表彰・ モデル地区発表)

今後の主な年間活動予定

◇強調月間啓発活動（ ７ 月・ 1 1 月）

―　６ 　―


